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令和４年度 表彰状・感謝状受賞者 

おめでとうございます 

【県大会荒尾市大会の 

表彰場面】 

社会福祉法人熊本県手をつなぐ育成会  令和４年１０月１日発行   

 

県育成会便り 

４月２４日付の読売新聞に、リスクコミュニケーションについての記事がありました。感染症や自然災害

など、私たちの身の回りには様々なリスクがあります。緊急事態に際し、感情に流されて物事を判断する

ことなく、リスクを的確に理解し、過剰反応も過小評価もしないようにする――。そのためには、どうし

たらいいのか。新型コロナウイルス感染症で私たちが実感したのは、「正しく恐れる」ことの難しさでし

た。 

 リスクコミュニケーション（リスコミ）は、リスク情報を多くの人が共有しながら最適解を探る手法で

す。その専門家である放送大学の奈良由美子教授は、一方通行の情報発信ではなく、双方向の対話こそが

リスコミの本質だと指摘する。市民が疑問や不安を率直に語り、それに耳を傾ける姿勢が求められ、信頼

と共感が重要だと訴えています。 

 新型コロナのリスコミはどうだったのか。感染拡大の初期、専門家から市民へのリスコミは精力的に行

われ、「３密の回避」や「ソーシャルディスタンス」が社会に定着しました。ウイルスの特性や病気の深

刻度が判ってくると「長期間に及ぶ自粛の呼びかけ」は次第に効果が薄れてきました。 

 政府は９月２６日、コロナ感染者の全数把握を全国一律で簡略化しました。発生届が必要な対象者は、

高齢者らのリスクの高い人に限定。感染者の８割を占めるとされる若い軽症者は届け出が不要。「ウィズ

コロナ」を前提に、「感染対策」と「社会経済活動」の両立を進めていく考えを示しています。 

 そのためには、どんな施策が必要か、両方とも具体策はまだ見えません。 

 私たちは、リスクなしに社会の中で生きていくことはできません。 

 コロナ後にどんな社会をめざすのか。そして、手をつなぐ育成会として、どのようにリスクコミュニケ

ーションをとっていくのか、もっと話し合う機会が必要ではないでしょうか。 

 （会長 川村 隼秋）  

と も に 

〇期日：令和４年１２月８日（木）10:00～15:30 

〇会場：県庁地下大会議室 

〇内容：講演「相談支援センターにおける相談の現

状」（予定） 

講話「地域福祉権利擁護事業の概要」 

行政説明 

＜令和４年度全国手をつなぐ育成会連合会表彰＞ 

【感謝状】天草本渡ライオンズクラブ様（天草市） 

 

＜第６１回九育連鹿児島大会表彰＞ 

【表彰状】及川 征加様（熊本市北区） 

 

＜令和４年度 熊本県手をつなぐ育成会表彰＞ 

【表彰状】坂本 敦子様（熊本市東区）、 

【表彰状】中村 淳子様（熊本市中央区） 

【表彰状】田山  豊様（人吉市） 

【感謝状】坂井 裕子様（上益城郡嘉島町） 

【感謝状】坂田  茂様（熊本市東区）  

＜お知らせ＞ 

 令和４年度知的障がい者相談員研修 

 
今年度の知的障がい者相談員研修の日程が決

まりましたのでお知らせします。相談員及び生活

協力員の皆様にはご案内をお送りします。 

新理事（副会長）紹介 

 
熊本県特別支援教育研究会（県特研）の会長と

して理事をお願いしていました西正道先生がご

退職され、その後任として鶴田由美先生（熊本市

立あおば支援学校長）が新しく理事に就任され

ました。鶴田先生には、併せて副会長にもご就任

いただき、７月の県大会荒尾市大会にも出席さ     

れました。ご多用の中、本県育

成会の運営にご協力をいただ

き感謝いたします。 

 第７号  



（２）   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本人部会 オンライン画面】 

【表彰風景】 

【九育連より】 九育連鹿児島大会動画作成 

３年ぶりとなる県大会荒尾市大会を、７月２４日（日）

に荒尾総合文化センターで開催しました。今回は、新型

コロナに対応するため集合型とオンラインの併用を初

めて試みる大会となりました。 

当日は、会場参加者が１００人（会員・本人・支援者・

ボランティア等）、本人部会のオンライン参加者が１３

０人（本人・支援者等）となり、多くの会員や本人の皆

さんの参加を得て有意義な大会となりました。大会の様

子はユーチューブで同時配信しました。 

特に、本人部会は、４つの育成会（荒尾・熊本・山鹿・

八代）をオンラインでつなぎ、自己紹介や意見発表を行

いました。カメラ写りを気にすることなく積極的に参加

していました。また、荒尾支援学校の谷口先生には、コ

ーディネーター役として大変ご尽力いただきました。 

熊本県手をつなぐ育成会大会荒尾市大会 ～ご協力ありがとうございました～ 

【次年度開催 天草大会】 

令和５年度の県大会は天草で開催する予定です。

天草白い雲の会の皆様、よろしくお願いします。 

＜期日＞令和５年７月２９日（土）（予定） 

今年度の九育連鹿児島大会は、大会誌とＤＶＤの発行になり

ました。ＤＶＤに収録する内容は、①県や政令市の育成会の現

状 ②本人から伝えたいこと（主張）です。 

本県の現状は、川村会長に説明をいただき収録しました。ま

た、山鹿市育成会の清水楓さんから「私の仕事紹介」として頑

張っていることやこれからの目標などを話していただきまし

た。発行を楽しみにしていてください。 

【本人部会 荒尾会場】 

【本人部会 八代会場】 

【式典会場】 

【講演 又村あおい氏】 
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３回目となる絵手紙コンテストには、小・中学校、

高校、特別支援学校、福祉事業所等から１３２人 

（１４３作品）の応募がありました。 

７月７日（木）に選考会を行い、入賞５作品、入

選１０作品を選びました。入賞・入選作品は、県大

会荒尾市大会で会場ロビーに展示しました。また、

９月から１１月末までは県庁内喫茶店りんどうに

展示しています。（入賞作品を紹介します） 

これからも、絵手紙コンテストをとおして障害へ

の理解と条例の普及を進めて参りますのでご支援

をよろしくお願いします。 

第７回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会福井大会 

 

期日：令和４年１１月２０日（日）13:00～15:10 

会場：福井県県民ホール 

内容：表彰・中央情勢報告・大会決議・本人決議 

参加者：正会員代表者（代理）・表彰者 

【全 育 連 よ り】 

2022障害のある人もない人も共に生きる熊本づくり絵手紙コンテスト 

 

【県育成会会長賞】 【ＪＡ共済連賞】 

【荒尾市育成会会長賞賞】 【審査員特別賞】 

【審査員特別賞】 

年金学習会用「教えて！障害基礎年金」のＤＶＤ 

 
全育連権利擁護センターでは、年金学習会用ＤＶ

Ｄ「教えて！障害基礎年金」を作成しています。こ

れは、育成会が企画して特別支援学校等において「障

害基礎年金学習会」を開催する場合の手順や進め方

などを説明したものです。育成会と学校・ＰＴＡの

連携のきっかけにもなると期待できますので活用く

ださい。ＤＶＤの借用、学習会の企画については県

育成会事務局にお尋ねください。 

本人活動支援委員会の事業幹事育成会に!! 
 

今年度から本県育成会が全育連専門委員会のひと

つである「本人活動支援委員会」の事業幹事育成会の

役割を担うことになりました。委員会では次の活動を

進めますので情報等をお伝えしたいと思います。 

（１）オンライン本人大会の実施 

（２）公共図書館における代読ボランティア養成講

座開催支援 

（３）本人活動支援委員会の開催 

（４）本人活動に資する事例収集等 

（５）わかりやすい版パンフレットの作成と普及他 

 

【運営委員等】（◎委員長 ★担当理事） 

◎委員長：甲斐 憲彦(熊本県手をつなぐ育成会) 

委 員：原田 和明（大阪手をつなぐ育成会） 

藤澤 和子（新潟リハビリテーション大学教授） 

吉川 かおり（明星大学副学長） 

★担当理事：西 恵美（全育連副会長） 

 事務局：熊本県手をつなぐ育成会 
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【障害者芸術展作品】 

 

【絵手紙コンテスト作品】 

 

社会福祉法人 熊本県手をつなぐ育成会 

〒860-0842 熊本市中央区南千反畑町３番７号 熊本県総合福祉センター２Ｆ 

ＴＥＬ/ＦＡＸ ０９６－３５２－４１４９ 

メールアドレス  kuma-ikusei@basil.ocn.ne.jp 

ホームページ  http://kosumosuen.com/ikuseikai/index.html （熊本こすもす園ＨＰ内） 

フェイスブック https://www.facebook.com/kuma.ikusei/ 

 

行事予定（Ｒ４年１０月～１２月） 

10月 

・全育連本人大会（第 2回）（9日：日 オンライン） 

・県行政施策に関する要望書提出（予定） 

・第 21回全国障害者スポーツ大会(栃木：29～31日） 

 

11月 

・全育連全国大会福井大会（福井市・20：日） 

・熊本こすもす園創立３５周年記念行事（23日：祝日） 

・くまもと障がい者芸術展（22日：火～27日：日） 

 

12月 

・第４回 理事会（2日：金） 

・知的障がい者相談員研修（8日：木・県庁） 

・臨時評議員会（12月開催：予定）（15日：木） 

・くまもとハートウィークフォーラム（未定） 

・第 61回九育連鹿児島大会（大会誌・ＤＶＤの発行） 

 

〇なずな工房さん（南区富合町）の協力で、マドレーヌ、ガー

リックラスク、クッキーの販売を始めました。コーヒーや紅

茶と一緒にお召し上がりください。お持ち帰りもできます。 

マドレーヌ（１５０円） ラスク・クッキー（１３０円） 

〇展示コーナーには、芸術展や事業所の作品を展示しています。 

 現在は、絵手紙コンテストの入賞・入選作品を展示中です。 

（９月～１１月） 

ふれあい喫茶「りんどう」より 

 

「手をつなぐ」は、一般社団法人全国

手をつなぐ育成会連合会が編集・発刊

する機関誌です。知的障がいのある人

の暮らしに役立つ情報が満載です。 

『手をつなぐ』購読のご案内 

 

一部：400円 

 

年間購読料 

3,900円 

昭和６２年に開園した熊本こすもす園は、今年、創立３５

周年を迎えます。３５周年を記念して記念誌の発行と記念

式典を次の期日に開催する予定です。各地域育成会をはじ

め関係の皆様には追ってご案内をいたします。 

 

〇期日：令和４年１１月２３日（水・祝日） 

午後１時～３時 

〇場所：希望の里サン・アビリティーズ体育館 

〇内容：記念式典、ステージイベント他 

熊本こすもす園創立３５周年記念事業 

mailto:kuma-ikusei@basil.ocn.ne.jp
http://kosumosuen.com/ikuseikai/index.html

